京都府北部

	１）　宮津ブロック


神からいただいた信仰の恵みを、個人の救いのためだけではなく

生活によるあかしによって、周囲の人々に福音を伝える恵みとして生きる。
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福音宣教の使命は全ての信者の共同責任であり、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　すべての信者が福音宣教を支える務めがあります。（EN59）

　新しい福音宣教に向かう小教区評議会

　　ことし、仮規約で出発した小教区評議会が、福音宣教する共同体になるための機能を発揮できるよう小教区の
信徒全員が協力できる態勢を整える。

交わりと協力　

　　　　・　典礼（とくに、ミサと集会祭儀）への積極的参加のしかたの工夫。

　　　　・　部会への所属（可能な限り）によって教会の動きに関心を持つ。

　　意見交換とコンセンサスをつくる努力をしながらこれまで以上に、相互に受け入れあう雰囲気をつくる。

聖霊に聞き従う　

　　　　・　宣教司牧の精神で行われるブロック内の学びと祈りの企画への参加のチャンスを増やす。
とくに交通手段をもたない信徒への配慮と工夫により、ともに信仰を深めていく。

　　　　　　—　聖書講座、各種の研修会（典礼その他の養成）、黙想会など　―
　　　　・　子どもたちの信仰教育は家庭からという意識を育て、「子どもとともにささげるミサ」に親子で参加し、
まず、親としての信仰を深める学びに取り組む。

　　　　・　ブロック内に子どもの信仰教育への関心の輪を一層広げる。

良い知らせを全ての人々に

　　　　・　教会内外の状況に関心を持ちながら、とくに、貧しい人々、社会的に弱い立場の人々、国際社会で、
紛争や飢餓のために、命を脅かされている国の子どもたちについての情報を、たがいに分かち
合い、一人一人が、祈りと捧げものによってその人々のために責任を持つのだという意識を育てる。

　　　　・　平和、人権、福祉、環境などの分野に対する社会の動きにも敏感になり、福音宣教的な関わりを持つ
ためにも、教会内に掲示されている資料に関心を持って目を向けるように努める。　
